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児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

だっておさるだもん
　サトシン　小学館
水の国の迷路
　香川元太郎　ＰＨＰ研究所
大中小探偵クラブ
　はやみねかおる　講談社
岸辺のヤ～ビ
　梨木香歩　福音館書店
橋の大解剖
　岩崎書店
どうぶつ
　山口まさよし　学研教育出版
お願い！フェアリー 15
　みずのまい　ポプラ社
おにつばとうさん
　沼野正子　福音館書店

可愛い羊毛刺しゅう
　加藤珠湖他　河出書房新社
琥珀のまたたき
　小川洋子　講談社
おとなの奈良心を澄ます旅
　堀内昭彦他　淡交社
手まりおにぎりレシピ 100
　平岡淳子　世界文化社
月とこよみの本
　林完次　宝島社
クラウド・ナイン
　服部真澄　講談社
天野先生の「青色 LEDの世界」
　天野浩他　講談社
ずるい暗記術
　佐藤大和　ダイヤモンド社

お知らせ

図書館（室）の祝日開館
　倉治図書館と青年の家図書室は、11月3日の祝日を開館します。
開館時間は午前10時から午後5時です。どうぞご利用ください。

粗大ごみ予約受付センター（粗大ごみ予約受付センター（℡   ℡   891・891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後5時）　午前9時～午後5時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回・水曜日

11 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業課（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か
月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 4時 30 分に環境事業課で受け付けています。

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一
部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜
の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・私部西・駅前住宅（私
部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金

私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・
藤が尾・星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・
妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が枝・
私部西・郡津・
松塚・私部 4
丁目一部（77
番～ 80番）

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青 山・
倉 治・
東倉治・
神宮寺・
向井田

収集地区 4日 11日 18日 25日

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部
（77番～ 80番）

新聞・
雑誌
など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

いっしょに
読んで

絵 本 か
ら 物 語 へ

「ぼくは王さま」 

　　　　　 　　　  寺村輝夫　作
       　 　　　　　 　和田誠　絵

理論社

　食いしん坊で好
奇心が強く、わがま
まで世間知らず。で
も、どこか憎めない
〝王さま〟が巻き起
こす騒動を描いた
幼年童話です。
　遊ぶのが大好き
な王さまの一日は、遊んでお菓子
を食べて、遊んで勉強して、遊んで
昼寝をして…そんな王さまが心機
一転、つぶれないシャボン玉を手
に入れるために奮闘する「しゃぼ
んだまのくびかざり」他、3編を収
録。どの話もむちゃな命令ばかり
する王さまと、その王さまを取り巻
く人々とのやり取りが滑稽です。
　シンプルな線で描かれたユーモ
アあふれる挿絵と、どの話にも登
場する兵隊のリズミカルなラッパ
や歌が、子どもたちを飽きさせる
ことなく物語の世界へと誘います。
　シリーズは長く愛され、愛蔵版、
文庫版、絵本とさまざまな形で読
み継がれています。


